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	スライド 1
	スライド 2: 第1部　「就農経験者による体験談」 講師紹介 南畑いわみ農園　代表 宮 未来 氏  ～コメント～ 神戸市から三木市の「南畑いわみ農園」に通い、ぶどう栽培のアルバイトをしていましたが、ぶどう栽培の楽しさ、ぶどうの美味しさに惹かれ、2013年に三木市に移住、アルバイトを続けながらぶどう栽培の技術を学びました。 2021年に高齢化と後継者不足に悩む南畑農業生産組合所有のぶどう園を継承し、就農しました。 64aの園地で夫と二人でぶどう栽培に取り組んでおり、古い木を植え替えながら、新しい品種を増やし

